
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

菅原　灯也

ウロボロス
ウロボロス

ヴィジランテD

33

渇望

安定した家庭

飢餓

消せない傷

会社員

♂

38

自身

2
2
4
0 1

0
0
0
0

４

2
2
8
1

32
9
12
17
34

1
1 1

ヒーロー
裏社会

1
2

変身 　　
白兵

-1
13r-1

6 LV+5
20

黒曜の鎧＋骨の剣
13dx8-1

黒曜の鎧 29 -3 -3

29 -3

傍らに立つ影
グレイドエッジ

染井　佳乃
オハギ

パワーソース：ビサイド

4

ワーディング

リザレクト

黒曜の鎧

原初の青：骨の剣

極光螺旋

無形の影

コンセントレイト：ウロボロス

シャドースクラッチ

原初の白：バリアクラッカー

猛り喰らうもの

原初の紫：崩れずの群れ

レネゲイドイーター

★

0

7

1

3

1

2

7

2

1

1

2

★

-

1d10

３

4

効果参照

4

2

2

5

3

3

4

オート

気絶時

マイナー

マイナー

マイナー

メジャー

メジャー

メジャー

メジャー

メジャー

オート

オート

視界

-

至近

至近

至近

武器

至近

至近

シーン

自身

自身

自身

自身

単体

自身

自身

自動

自動

自動

自動

自動

対決

対決

対決

自動

自動

-

↓100

80%

80%

リミット

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

シーン間、防具を作成し、装備する

シーン間、素手のデータを変更する

5点までの任意の侵蝕値を上昇させる。メインプロセス間攻撃力を＋[上昇させた侵蝕値＊Lv]（最大20）。シーン1回

あらゆる判定を【精神】で行える。ラウンド１回。

あれだよ、あれ。

組み合わせた攻撃の攻撃力＋LV。《無形の影》と組み合わせている場合＋[LV*2]する。

この攻撃に対して対象はガードを行えない。この攻撃にたいしてカバーリングを行った場合、ガードを行ったものとしてダメージを算出できない。装甲無視。シナリオLV回。

《シャドースクラッチ》を組み合わせた攻撃のダメージを＋２Dする。《無形の影》を組み合わせている場合、更に＋１Dする。シーン1回。

カバーリングを行う。メインプロセス１回

オーヴァードによる攻撃に対してガード値＋[LV+1]Dする。

すがわら　とうや
幼い頃にヒーローに憧れをいだいており、将来はヒーローになるという夢を持っていた
１７の時に未だにヒーロー願望を持っていた彼はヴィランズイヤーによる影響で街に現れたヴィランに対して
立ち向かっていく。が一般人である彼が敵うわけもなく、ヴィランにやられそうになってしまう。
その時に灯也の初恋であった幼馴染の染井佳乃に庇われてしまう。佳乃は背中に大きな傷を負ってしまう。
自分の初恋の人を傷つけてしまったショック、怯えて動けなかった自分の不甲斐なさから
「自分はヒーローになれない」という烙印に近い強い思いを抱く。
その後佳乃からは距離を置き、一般人として平々凡々とした生活を送っていた。

そんな半年ほど前のある日、自身の目の前に黒い謎の生物が現れる。
その力を借りることによって、超人的な丈夫さを手に入れた彼だったが、自身のヒーローに対するコンプレックスから
怪我をしてしまいそうな人の身代わりになる程度の活動しか行っていなかった。
そんな折に偶然、佳乃と再会をする。
自分に少し自身を取り戻していた灯也は佳乃と交流を深めていった。
偶然にも佳乃に多額の借金をしていることを知ってしまった灯也。父親が仕事の経営難からした借金を肩代わりしたものだった。
そもそもの経営難の原因はシャイニングエッジの詐欺の投資話によるもので、闇金融の元締めもシャイニングエッジによるマッチポンプだった。
このままでは借金のカタに売られ、泡へと沈む佳乃を何とか救おうとする灯也。
彼にできたのは愚直にヒーローシャイニングエッジに立ちはだかることだけだった。
ヒーローに攻撃をする、それこそヴィランの所業をしながら、シャイニングエッジから一連の犯行を自身の口から自白させる。
偶然にもインターネットで配信されグレイドエッジの悪行は暴かれる。そして激高し配信者を襲おうとするグレイドエッジを撃破する灯也。
佳乃を救ったが灯也だが、「自分はヒーローになれない」という思いを改めて噛みしめ彼女を救ったものの正体を明かさず、佳乃の元を離れ、新たな土地へと引
っ越すのだった。
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